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はじめに
近年の動物病院経営を取り巻く状況や獣医倫理規定の動向を反映してか、インターネット










































































獣医師調査の有効回答者数は 人であった。性別は男性 人（ ％）、女性 人
（ ％）、平均年齢は 歳（ ）、平均臨床経験年数は 年（
）、動物病院経営者は 人（ ％）、動物病院 軒あたりの平均勤務獣医師数は
人（ ）、 日あたりの平均来院件数は 件（ ）、動物病院所在地は
政令指定都市 人（ ％）、その他の市 人（ ％）、郡部 人（ ％）、無回答 人
（ ％）であった。いずれの動物病院でも診療対象は犬や猫などの小動物であった ）。
飼主調査の有効回答者数は 人であった。回答者の性別は男性 人（ ％）、女性
人（ ％）、無回答 人（ ％）、平均年齢は 歳（ ）、居住地は政令指定
都市 人（ ％）、その他の市 人（ ％）、郡部 人（ ％）、無回答 人
（ ％）であった。いずれも犬や猫などの小動物を飼育しており（室内犬 ％、室外犬





重要なものを つ選んでください という問について、 診療技能が高い 専門的知識











のは、 ％が選択した 飼主の意思尊重 である。この選択肢に比べると割合はかなり
減少するものの、次に選択率が高かったのは 診療技能が高い と 動物の生命尊重
で、それぞれ ％、 ％とほぼ同じ割合であった。これに 性格・人格がよい
専門的知識が豊富 最新情報を収集 が続く。飼主の回答で選択率が最も高かったのは
診療技能が高い と 飼主の意思尊重 で、それぞれ ％、 ％とほぼ同じ割合
であった。 動物の生命尊重 の選択率 ％も上位 つに迫っており、続いて 性
格・人格がよい 専門的知識が豊富 最新情報を収集 の順になっている（
）。
飼主の動物病院選択基準
飼主の動物病院選択基準 に関する質問では、 あなたは、飼主が あなたが動物病院
を選ぶ上で、次の の項目はどれくらい重要だと思いますか 重要ですか という問に
続いて、 獣医師の診療技能 獣医師の性格や人格 飼主の考えや意思を尊重し
た診療を行っていること 医療機器が充実していること 診療時間が充分であるこ
と 待ち時間が短いこと 診療価格が適正であること 動物看護士の態度
受付の態度 院内が清潔で快適なこと の 項目が並ぶ。各項目の回答方法として、
大変重要である 重要である どちらかといえば重要である どちらかといえば





向に共通性が見られた。 獣医師の診療技能 獣医師の性格・人格 飼主の意思
尊重 院内が清潔で快適 の評価値が上位を占め、 医療機器が充実 診療時間が








獣医師の診療技能 医療機器が充実 診療時間が充分 診療価格が適正
動物看護士の態度 受付の態度 についても、獣医師と飼主でその評価値に差が見
られた。獣医師の回答では、 動物看護士の態度 と 受付の態度 の評価値が比較的
高く、飼主の評価値を上回った。飼主の回答では、 獣医師の診療技能 の評価値がやや
高いとはいうものの、他の 項目の評価値とさほど大きな違いは見られなかった。 獣医
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師の診療技能 医療機器が充実 診療時間が充分 診療価格が適正 ）の評価値
は、獣医師の評価値を上回った。
獣医師と飼主の評価値で差が見られなかったのは、 院内が清潔で快適 と 待ち時
間が短い である。 院内が清潔で快適 の評価値については、変数間に相関関係がある
とされる相関係数 以上のものに限定した場合、獣医師と飼主で共に 動物看護士の態
度 （獣医師 飼主 ）及び 受付の態度 （獣
医師 飼主 ）の評価値と正の相関関係が見られ
） その他（具体的に） の記述回答には、獣医師では 治療費が安い 人、 信頼感・信頼関係
人、 コミュニケーション能力 人、 相談しやすい 人、 満足感 人が含まれ、飼主では 治療
費が安い 人、 説明がわかりやすい（コミュニケーション能力） 人、 動物が信頼している 人
が含まれる。




















獣医師の診療技能 （ ） （ ）
獣医師の性格・人柄 （ ） （ ）
飼主の意思尊重 （ ） （ ）
医療機器が充実 （ ） （ ）
診療時間が充分 （ ） （ ）
待ち時間が短い （ ） （ ）
診療価格が適正 （ ） （ ）
動物看護士の態度 （ ） （ ）
受付の態度 （ ） （ ）
院内が清潔で快適 （ ） （ ）
た。 待ち時間が短い の評価値についても、両者で共に 診療時間が充分 （獣医師









表 はこの質問の回答結果である。表中 から までは、 その他（具体的に） の記述
回答を整理し、回答数の多いものから順に並べている。この結果によると、 家から近
い と 獣医師の評判がよい の選択率がそれぞれ ％前後で最も多かった。この つに
比べると、その他の選択肢の割合はかなり低かった。
治療方針選択時の意思決定方法





















は、それぞれ ％と ％が選択した 獣医師が複数の治療方法を説明し、飼主と相
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談 ）であった。次に 獣医師が複数の治療方法を説明後、最良の方法を説明し、飼主が
同意 の選択率が高く、獣医師 ％、飼主 ％とほぼ同じ割合であった。この つに比
べると、 獣医師が最良の方法を説明し、飼主が同意 の選択率は両者で共に低く、 す









































項目の回答方法として、 大変そう思う そう思う どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない 全くそう思わない の選択肢か
ら成る 段階リカート尺度を用いた。本研究では各選択肢の番号を反転させて、数値が高く
なるほど実践度が増す インフォームド・コンセント チョイス実践評価値 とし、各項目
に対する獣医師と飼主の回答についてマン・ホイットニーの 検定を行った。








飼主が獣医師に望む資質 及び 飼主の動物病院選択基準 に関する質問の回答では、
各項目の総体的な選択順位や評価値順位に獣医師と飼主で似た傾向が見られた。 飼主が獣
医師に望む資質 については、両者で共に 診療技能が高い 飼主の意思尊重 動物の生
命尊重 が選択順位の上位を占め、 専門的知識が豊富 性格・人格がよい 最新情報を
収集 は下位であった。獣医師も飼主も獣医師の資質として、知識や性格よりも診療技能や
診療方針を重視する傾向が見られた。 飼主の動物病院選択基準 については、評価値の上
位項目は両者で共に 獣医師の診療技能 獣医師の性格・人格 飼主の意思尊重 院内
が清潔で快適 であった。前者 つの内容は、 飼主が獣医師に望む資質 に関する質問の






重 （ ％）に集中する傾向があった。これに対して飼主の回答は、 診療技能が高い
（ ％）と 飼主の意思尊重 （ ％）、そして 動物の生命尊重 （ ％）に分散し
た。つまり過半数の獣医師の考えは 飼主の意思を尊重した診療を行うことを飼主は獣医師
に一番望んでいる であったのに対して、当事者である飼主の見解にはばらつきがあり、飼
























さらに今回の調査結果では、 飼主の動物病院選択基準 に関する質問の項目である 獣
医師の性格・人格 ）で、飼主の評価値は獣医師の評価値を上回った。また上位項目に比べ
るとその評価値はやや低いものの、 医療機器が充実 診療時間が充分 診療価格が適
正 の評価値も飼主が獣医師を上回った。動物病院選択基準として、これらの要因は獣医師
が考えているよりも飼主にとっては重要だという点についても、獣医師は留意しておくべき
） 獣医師の性格・人格 については、 飼主が獣医師に望む資質 に関する質問の回答では選択率（獣医








インフォームド・コンセント （ ） （ ）
インフォームド・チョイス （ ） （ ）
かもしれない。
動物病院選択基 準に関する獣医師と飼主の回答で、 獣医師の診療技能 獣医師の性
格・人格 飼主の意思尊重 と並んで評価値が高かったのが 院内が清潔で快適 であっ














調査（ 複数回答）では、 待ち時間が長いこと （ ％）が医療機関に対する
不満の第 位であった。前田（ ）の調査（ ）では、 待ち時間 の順位は第
位であったものの、その割合（ ％）は第 位の 医療者の態度や振る舞い （ ％）
とほぼ変わらなかった。
筆者が通院する総合病院のロビーには、患者の意見や要望とそれに対する病院側の回答を
掲示するコーナーがある。 年 月 日現在で、 件中 件が待ち時間に関する外来患者
からの苦情であった。そこには、 予約時間を数時間過ぎてようやく診察を受けることがで







る（上村 ）。厚生労働省（ ）の受療行動調査（ ）の結果では、診察
までの患者の待ち時間の全体平均は 分未満 が ％、 分 分未満 が ％、
分 時間未満 が ％で、合計すると 時間未満が約 ％を占めている。これに対
してシチズンホールディングス （ ）の調査（ ）では、総合病院の待ち時間に
ついて 分以内で約半数の回答者が、そして 時間以内では約 ％の回答者がイライラする
と回答している ）。
今回の調査では、動物病院での待ち時間の長さに関するデータは収集していない。わかっ





















飼主調査の回答者が動物病院を選択する際に重視するのは 獣医師の診療技能 や 獣医
師の性格・人柄 であることが明らかになったが、現在通院している動物病院を選んだ理由
としては、 獣医師の評判がよい （ ％）と 家から近い （ ％）の回答が最も多
かった。 現在通院している動物病院の選択理由 に関する質問の選択肢には、 獣医師の診
療技能 や 獣医師の性格・人柄 は用意されていない。このため回答者の中にはこの質問
に回答する際に、 獣医師の評判がよい という選択肢に 獣医師の診療技能 や 獣医師
の性格・人柄 の意味を重ね合わせた者がいるのではないかと推測される。 腕がよくて獣



























る。 獣医師が最良の方法を説明し、飼主が同意 と 獣医師が複数の方法を説明後、







た 獣医師が複数の方法を説明後、最良の方法を説明し、飼主が同意 の選択率も ％と
高かったことから、大多数の獣医師は複数の治療方法を提示することで、飼主の意向に沿っ


























先の 治療方針選択時の意思決定方法 に関する質問の選択肢 獣医師が複数の方法を説
明し、飼主と相談 と重複している。先の質問では半数以上の獣医師が選択肢 を選び、




さらに インフォームド・コンセント チョイスの実践 に関する質問の回答結果では、
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